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【公開番号】特開2015-122289(P2015-122289A)
【公開日】平成27年7月2日(2015.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-042
【出願番号】特願2013-266988(P2013-266988)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    8/02     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ    8/12     　　　　
   Ｈ０１Ｍ    8/02     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月6日(2015.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体酸化物形燃料電池の反応抑止層を形成するための組成物であって、
　少なくともセリウム酸化物とバインダと分散剤と有機溶媒とを含み、
　前記セリウム酸化物の占める割合は、前記反応抑止層形成用組成物全体を１００ｗｔ％
としたときに、５０ｗｔ％～８０ｗｔ％であり、
　前記分散剤が分子内に１つまたは２つ以上のカルボキシル基を有するカルボン酸であり
、且つ該カルボン酸の重量平均分子量が１０００以下である、固体酸化物形燃料電池の反
応抑止層形成用組成物。
【請求項２】
　前記分散剤が、分子内に２つのカルボキシル基を有するジカルボン酸である、請求項１
に記載の反応抑止層形成用組成物。
【請求項３】
　前記分散剤が、下式（Ｉ）：

【化１】

　（ただし、Ｒは、水素原子もしくは炭素数１～５の低級アルキル基であり、ｍおよびｎ
は、１≦ｍ≦２０、０≦ｎ≦２０、ｍ＋ｎ≦３０を満たす実数である。）；
　で示されるジカルボン酸である、請求項１または２に記載の反応抑止層形成用組成物。
【請求項４】
　レオメーターの測定に基づくレオロジー降伏値が１００Ｐａ以下である、請求項１から
３のいずれか一項に記載の反応抑止層形成用組成物。
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【請求項５】
　前記分散剤の含有量が、前記反応抑止層形成用組成物全体を１００ｗｔ％としたときに
、３ｗｔ％以下である、請求項１から４のいずれか一項に記載の反応抑止層形成用組成物
。
【請求項６】
　前記有機溶媒がα－テルピネオールであり、
　前記バインダがエチルセルロースである、請求項１から５のいずれか一項に記載の反応
抑止層形成用組成物。
【請求項７】
　前記セリウム酸化物が、イットリア、ガドリニアまたはサマリアがドープされた酸化セ
リウムであり、
　前記セリウム酸化物のレーザー回折・光散乱法に基づく平均粒径が０．１μｍ以上２μ
ｍ以下である、請求項１から６のいずれか一項に記載の反応抑止層形成用組成物。
【請求項８】
　アノードと固体電解質と反応抑止層とカソードとが積層されてなる固体酸化物形燃料電
池の形成に用いられるグリーンシート積層体であって、
　前記反応抑止層は、請求項１から７のいずれか一項に記載の反応抑止層形成用組成物か
らなる、グリーンシート積層体。
【請求項９】
　前記反応抑止層の塗布密度が５５体積％～７０体積％である、請求項８に記載のグリー
ンシート積層体。
【請求項１０】
　アノードと固体電解質と反応抑止層とカソードとが積層されてなる固体酸化物形燃料電
池であって、
　前記反応抑止層は、請求項１から７のいずれか一項に記載の反応抑止層形成用組成物の
焼成体からなる、固体酸化物形燃料電池。
【請求項１１】
　前記反応抑止層の厚みが１０μｍ以下である、請求項１０に記載の固体酸化物形燃料電
池。
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